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技術の特徴 
・患者血清を用いた二次元電気泳動により、食品素材中に含まれる既知アレルゲン及び
アレルゲン候補タンパク質を網羅的に検出することができる。 

・患者によって異なる、原因となるアレルゲンをより詳細に検出できる。 
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研究の内容 

今後の展開 
・食品素材中に含まれる新規アレルゲンの同定及び単離。 

・食品素材の品種間や環境要因によるアレルゲンの質的・量的差異の検出。 

・アレルゲン特異的な診断及び治療法の開発。 
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患者により異なる複数の既知アレルゲン
及びアレルゲン候補タンパク質と結合活性
を示す。 

（１）患者血清を用いたウエスタン 

ブロット解析 

（２）二次元電気泳動パターンの比較 

複数のスポットが検出される。 

（３）各スポットの同定及び単離 
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